
                  ごみゼロネット推進会（第 22回）議事録            

開催日：  2010 年 (H22 年 )  5 月 24 日（月）10:00 ～12:00

場  所：  ウエスト

出席者：  片山、平林、加藤、大橋、加賀谷、杉本、桐生 ( 作成 )

議  題：

１．ＨＤＭ実証試験推進のための会に関する事項（ 5/1 設立準備会決定事項の確認）

●正式名称を「小金井市生ごみ減量ＨＤＭ実証テストを推進する会」とし、略称を「ＨＤＭ推進会」とする。

●会長は大橋元明氏、副会長は市原賤香氏と杉本久也氏とする。

●行政との窓口と情報のハブは会長とする。

２．行政との打合せに備えて（全員討議で合意）

●場所が決まらなくては何も進めない。6/9 14:00 ～16:00の市役所西庁舎１階第６会議室で行われる行政と

の

  話し合いでは、最優先課題は「実証試験を行う場所の決定」である。

●行政が具体的な場所を絞りきれない場合は、HDM推進会から圧力を掛けてでも決定に持ち込む。

●場所が決まれば、行政に表に出てもらいながら、できるだけ早期に我々の側で地元住民との話し合いの場の

設定、実際の話し合いを行いたい。

●場所は長期間にわたって継続的に利用されることを前提に、話し合う必要がある。

●行政側の窓口担当を決めて貰う。

  ●行政と当会で実証試験実施のためのチームを編成して活動したい。

●市長はまだ本件に乗り気でないように見える。市長にできるだけ早く面談する機会を設けて貰い、今後の進

め方についての認識を共有できるように話し合いたい。

３．生ごみの分別収集への提案（全員討議で合意）

●実証試験対象地域では(以下同じ)「生ごみ」と「その他ごみ(燃やすごみ)」を分別収集する。

●「生ごみ」は現在とおなじく、週に２回収集する。

●「その他ごみ(燃やすごみ)」は２週間に１回収集する。（二人家族であれば１ヶ月に40 ㍑袋１個しか出

ない）

（総ごみ運送距離が現在より格段に短くなるので、収集費用は現在より激減する）

●収集日ごとの「生ごみ」と「その他ごみ」の重量を記録･分析する。（本格導入時に必要なHDM処理能力

算定のため）

●「生ごみ」収集袋として市から無料でポリ袋を配布しておく。市民は「家庭用燃やすごみ専用袋」購入費が

現在より年間数千円安くなるインセンティブを享受できる。（市は負担費用を上回る経費節約を得る）

４．その他の話題

●久喜は４㌧ /日の実証試験に成功したので、 20 ㌧ / 日の施設を３ヵ所に建設すると決定した。年間

20,000 ㌧対応の能力となる。これは久喜市と合併する４市町村対応である。市街地に立地するため、防臭

装置付きと聞く。 ( 加藤 )

●議員の中には堆肥化を更に推進したいという人もいる。最近、農家の引取量が増え、家庭に配分できる堆肥

が少ないためである。(片山)

●HDMでは処理区画を分け、菌叢液を使い分けて、消滅型と堆肥化型を並行して処理可能である。(平林)

●久喜宮代では、市民が欲しいだけ堆肥を渡している。（加藤）

●古くなって短片サイズが小さくなった菌床は、篩い分けて集めると、とても良い堆肥になる。（加藤）

●剪定枝は４束以上になると、市に連絡すると引き取って府中に持って行って処理するが、これは菌床に利用

できる。年間800㌧位ある。３束未満は焼却しているが、これもHDMで「生ごみ扱い」にできる。剪定枝

全体で1,500㌧ほどになるようなので、量的にも質的にも見落とせない項目である。（加藤）
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５．学芸大学への期待

●学芸大学は独法化してから外部と積極的に提携して、研究資金を得る方策を工夫している。HDM実証試験

で役割を担当して貰うように依頼することが可能である。（平林）

●中立の研究者の立場で、HDM実証試験による社会インフラへの影響の分析をして貰ってはどうか。東京都

の「地球温暖化対策等推進のための補助金」を使って「生ごみの本当の発生量推定」「処理費節約額の推

定」

「収集車効率向上による節約額推定」「焼却からHDMへの転換によるCO2 削減量算定」等を学術レベル

で研究して貰えないか。できるだけ早く、関係者と面会する機会を得たい。（桐生）

  ●学芸大学は構内でHDM実証試験をやることを受諾する可能性がある。但し､そのことと、今回の行政によ

る実証試験場所選定は別問題として切り離しておかねば話が混乱する。（平林）

６．決定事項

（１） 6/9 の行政との第２回目の打合せに、会議資料として加賀谷氏が作成済みのHDM実証試験場のレイアウ

ト図等を 10 部持参する。（加賀谷）

（２） 6/9 の行政との打合せに、「HDM実証テスト工程表」 (A4サイズ ) を 10 部持参する。（平林）

（３）学芸大学との話し合いのための、「研究依頼仕様書」を作成する。（桐生）

以

上

次回打合せ   日時： ６月 ２１日（月）１０：００～１２：００ ／ 場所：喫茶店ウエスト (新小金井駅前)

  

関連展示会  「２０１０環境博」    期間：５月２５日～２８日     場所：ビッグサイト

当会の有志は２６日９時３０分に武蔵小金井駅改札口に集合のこと
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